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当研究室で開発している複合アニオン化合物を担体とする触媒について、アンモニア分解反応における担持金属の化学状態の変化を調査いたしました。これまでも、ex-situ XAFS測定による担持金属の電子状態および局所構造の調査を実施してきましたが、実際の反応条件であるアンモニア雰囲気下における担持金属の化学状態をその場で観察することで、反応中に生じる動的な挙動を追うことが可能となり、担持金属が触媒活性に与える影響の検討や反応機構の詳細な解明に繋がることが期待されます。
今回ラボ留学では、高エネルギー加速器研究機構に3日間滞在し、阿部仁先生およびBL–12C担当者の丹羽尉博先生にご協力いただいて、当研究室で合成した材料についてBL–12Cにてin-situ XAFS測定を実施いたしました。
今回は加熱装置の違いによる担持金属の状態の違いに焦点を当て、実験を行いました。観察が難しい材料もあったものの、いくつかの触媒において担持金属の温度が異なることが示唆され、次の研究に繋がる指針が得られました。
複数ビームラインのご担当で大変お忙しい中、in-situ XAFS測定のためのセットアップに一からご協力くださり、また測定中も長時間サポートいただきました阿部仁先生、丹羽尉博先生に、心より感謝申し上げます。そして、安定した放射光の供給や装置運用にご尽力くださったスタッフの皆様に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。
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